
(57)【要約】

【課題】診断対象部分へ超音波送受波部を密着させたま

まスイッチ操作するだけで連続的な３次元断層画像を得

ることができて、操作者及び患者に対する負担を軽減し

、かつ診察時間を短縮する。

【解決手段】プローブ部１２０　の先端部分に、先端面

から超音波を設定範囲内に発射してその反射波を受波す

る振動子１１１　を含む、超音波送受波部１１０　を設

ける。この振動子１１１　をプローブ部１２０　の中心

軸延長線のまわりに少なくも１８０度回転、駆動する振

動子回転駆動部１３０　を設ける。振動子１１１　を回

転させながら超音波を発射しその反射波を受波して、診

断対象部分の連続的な３次元断層画像を得る。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 表 面 か ら 刺 入 さ れ た ト ラ カ ー ル に 挿 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ 、 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 を
取 得 す る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 次 の 各 構 成 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触
子 。
（ イ ） 　 前 記 ト ラ カ ー ル に 挿 通 さ れ る 、 管 状 の プ ロ ー ブ 部
（ ロ ） 　 前 記 プ ロ ー ブ 部 の 先 端 部 分 に 配 設 さ れ て そ の 内 側 に 超 音 波 ビ ー ム を 設 定 範 囲 内 で
掃 引 可 能 な 振 動 子 を 備 え 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 と 共 に 前 記 ト ラ カ ー ル に 挿 通 さ れ て そ の 先 端 面
が 診 断 対 象 部 分 に 密 着 し 、 こ の 先 端 面 か ら 超 音 波 を 発 射 し て そ の 反 射 波 を 受 波 す る 、 超 音
波 送 受 波 部
（ ハ ） 　 前 記 超 音 波 送 受 波 部 の 振 動 子 を 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 の 中 心 軸 延 長 線 の ま わ り に 少 な
く と も １ ８ ０ 度 の 範 囲 で 回 転 、 駆 動 す る 、 振 動 子 回 転 駆 動 部
（ ニ ） 　 前 記 振 動 子 回 転 駆 動 部 に よ る 前 記 振 動 子 の 回 転 、 駆 動 を 制 御 、 操 作 す る 、 操 作 部
（ ホ ） 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と つ な が っ て 、 前 記 振 動 子 へ の 超 音 波 送 波 用 の 信 号 、 前 記 振
動 子 か ら の 超 音 波 受 波 信 号 、 及 び 前 記 振 動 子 の 回 転 角 情 報 信 号 を 伝 達 す る ケ ー ブ ル
【 請 求 項 ２ 】
前 記 振 動 子 回 転 駆 動 部 が 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 の 内 側 に 回 転 可 能 な よ う に 配 置 さ れ て そ の 先 端
部 分 に 前 記 振 動 子 が 固 定 、 配 置 さ れ た 駆 動 パ イ プ と 、 こ の 駆 動 パ イ プ の 他 端 と 結 合 し て こ
の 駆 動 パ イ プ を 回 転 、 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ と 、 を 含 ん で 成 る 、 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触
子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 駆 動 モ ー タ 、 及 び こ の 駆 動 モ ー タ と 前 記 駆 動 パ イ プ と の 結 合 部 分 が 、 操 作 部 の 内 側 に
配 設 さ れ た 構 造 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 超 音 波 探 触 子 に 関 し 、 特 に 超 音 波 探 触 子 を ト ラ カ ー ル に 挿 通 し て 臓 器 等 に 直 接 超
音 波 送 受 波 部 を 当 て て そ の 断 面 画 像 を 取 得 す る た め の 超 音 波 探 触 子 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
臓 器 等 の 手 術 は 、 従 来 か ら 開 腹 手 術 が 主 流 で あ っ た が 、 こ の 開 腹 手 術 で は 、 患 者 に 対 す る
負 担 が 大 き く 、 ま た 術 後 の 入 院 期 間 も 長 く な る た め 、 最 近 、 開 腹 手 術 は 行 わ ず 、 管 状 の ト
ラ カ ー ル を 体 内 に 刺 入 し 、 こ の ト ラ カ ー ル を 通 し て 、 手 術 対 象 部 分 の 診 断 や 患 部 の 摘 出 な
ど を 行 う ケ ー ス が 増 加 し て い る 。 こ の よ う な 、 ト ラ カ ー ル を 通 し て 臓 器 等 に 直 接 超 音 波 送
受 波 部 を 当 て て 、 そ の 部 分 の 断 面 画 像 を 得 る た め の 超 音 波 探 触 子 の 従 来 例 に つ い て 説 明 す
る 。
図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は こ の よ う な 超 音 波 探 触 子 の 外 観 側 面 図 、 体 表 面 か ら ト ラ カ ー ル を 刺
入 さ れ た 状 態 の 外 観 斜 視 図 、 及 び こ の ト ラ カ ー ル を 通 し て 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 波 部
を 臓 器 等 の 診 断 対 象 部 分 に 当 て て そ の 部 分 の 断 面 画 像 を 得 よ う と し て い る 状 態 を 示 す 断 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 従 来 の 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ ｘ は 、 そ の 主 構 成 が 、 超 音 波 送 受 波 部 １ １ １ ｘ 、 プ ロ ー ブ
部 １ ２ ０ ｘ 、 操 作 部 １ ４ ０ ｘ 、 及 び ケ ー ブ ル １ ５ ０ ｘ か ら 成 り 、 こ れ ら の 詳 細 は 次 の と お
り で あ る 。
超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ は 、 管 状 を 成 す プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ ｘ の 先 端 部 分 に 、 そ の 管 状 部 分
を 延 長 し て 配 置 さ れ 、 そ の 管 側 壁 に は 音 響 膜 に よ る 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ が 設 け ら れ て い て そ
の 管 内 に 、 こ の 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ を 介 し て 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 １ １ １ ｘ が 配 設 さ れ
た 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ ｘ の 、 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ 寄 り の 部 分 に は 屈 曲 部 １ ２ ５ ｘ が
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形 成 さ れ て い て 、 体 表 面 ７ １ ０ か ら 刺 入 さ れ た ト ラ カ ー ル ５ ０ ０ を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ
た プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ ｘ 先 端 の 、 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ の 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ 部 分 を 診 断 対
象 部 分 ７ ２ ０ の 表 面 に 密 着 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ
の 部 分 の 、 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ 表 面 へ の 密 着 制 御 、 す な わ ち 、 屈 曲 部 １ ２ ５ ｘ の 屈 曲 状 態
等 の 制 御 は 、 操 作 部 １ ４ ０ ｘ の 曲 げ 調 整 つ ま み １ ４ ５ ｘ に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
振 動 子 １ １ １ ｘ へ の 超 音 波 送 波 用 の 信 号 、 及 び 振 動 子 １ １ １ ｘ か ら の 受 波 信 号 は 、 超 音 波
診 断 装 置 本 体 （ 図 示 省 略 ） と 接 続 す る ケ ー ブ ル １ ５ ０ ｘ に よ り 伝 達 さ れ 、 こ の ケ ー ブ ル １
５ ０ ｘ の 芯 線 が プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ ｘ 内 及 び 操 作 部 １ ４ ０ ｘ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ の 振 動 子 １ １ １ ｘ か ら 診 断 対
象 部 分 に 対 し 超 音 波 が 、 １ 平 面 の 設 定 範 囲 内 で 掃 引 、 発 射 さ れ （ 超 音 波 ビ ー ム 掃 引 パ タ ー
ン ２ ０ ０ ） 、 そ の 反 射 波 を 振 動 子 １ １ １ ｘ で 受 波 し て そ の 信 号 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 送
ら れ 、 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ の 、 １ つ の 断 面 画 像 を 得 る こ と が で き る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 用 新 案 登 録 第 ２ ５ ６ ４ ３ ６ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 弊 社 先 願 の 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ５ ７ １ ８ 号 に お い て 、 プ ロ ー ブ の 先 端 部 分 に 、 プ
ロ ー ブ の 長 手 方 向 に 対 し ９ ０ 度 の 方 向 に 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 を 設 け て こ れ を プ ロ ー
ブ の 先 端 部 分 に 設 け た モ ー タ で 回 転 さ せ る 構 造 の も の を 提 案 し て い る が 、 こ れ で は 、 プ ロ
ー ブ 先 端 部 分 が 太 く な っ て ト ラ カ ー ル に 挿 通 で き な い の で 、 対 象 外 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 従 来 の 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ ｘ は 、 管 状 を 成 す プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ ｘ の 先 端 部 分 に 、
管 状 部 分 を 延 長 し て 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ が 配 置 さ れ 、 こ の 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ は
、 そ の 管 側 壁 に 超 音 波 の 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ が 設 け ら れ 、 そ の 管 内 に 、 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ を
介 し て 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 １ １ １ ｘ が 配 設 さ れ た 構 造 を 有 し 、 プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ ｘ
の 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ 寄 り に は 屈 曲 部 １ ２ ５ ｘ が 形 成 さ れ て い て 、 こ の 屈 曲 部 １ ２ ５
ｘ の 屈 曲 状 態 を 操 作 部 １ ４ ０ ｘ の 曲 げ 調 整 つ ま み １ ４ ５ ｘ に よ り 制 御 す る 構 成 、 構 造 と な
っ て い る 。 こ の よ う な 構 造 の 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ ｘ を 体 表 面 ７ １ ０ か ら 刺 入 さ れ た ト ラ カ
ー ル ５ ０ ０ を 通 し て 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ 及 び プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ ｘ を 体 内 に 挿 入 し 、 曲
げ 調 整 つ ま み １ ４ ５ ｘ に よ り 屈 曲 部 １ ２ ５ ｘ の 曲 げ 状 態 を 調 整 し て 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０
ｘ の 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ を 臓 器 等 の 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ に 密 着 さ せ 、 振 動 子 １ １ １ ｘ に よ り
超 音 波 を 送 受 波 し て 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ の １ つ の 診 断 画 像 を 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
従 っ て 、 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ ｘ 及 び プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ ｘ の 、 体 内 へ の １ 回 の 挿 入 で 得 ら
れ る 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ の 断 面 画 像 は 、 互 い に 密 着 す る 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ 及 び 診 断 対 象 部
分 ７ ２ ０ を 含 む １ つ の 平 面 内 の 超 音 波 送 受 波 方 向 に 対 す る 画 像 と な り 、 他 の 平 面 内 の 画 像
を 得 る た め に は 、 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ を 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ か ら 少 し 離 し て プ ロ ー ブ 部 １ ２
０ ｘ 等 を 回 転 さ せ 、 送 受 波 窓 １ １ ５ ｘ が 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ と 密 着 す る 方 向 を 変 え な け れ
ば な ら ず 、 操 作 が 煩 雑 に な っ て 診 察 時 間 が 長 く な り 、 操 作 者 及 び 患 者 に 対 す る 負 担 が 増 大
し 、 し か も 、 定 位 置 で の 連 続 的 な ３ 次 元 断 層 画 像 が 得 難 い 、 と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 超 音 波 送 受 波 部 を 診 断 対 象 部 分 に 密 着
さ せ た ま ま ス イ ッ チ 操 作 等 に よ り 診 断 対 象 部 分 の 定 位 置 で の 連 続 的 な ３ 次 元 断 層 画 像 を 容
易 に 得 る こ と が で き 、 操 作 者 及 び 患 者 に 対 す る 負 担 を 軽 減 し 、 か つ 診 察 時 間 を 短 縮 す る こ
と が で き る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 体 表 面 か ら 刺 入 さ れ た ト ラ カ ー ル に 挿 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ 、
診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 を 取 得 す る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 次 の 各 構 成 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
（ イ ） 　 前 記 ト ラ カ ー ル に 挿 通 さ れ る 、 管 状 の プ ロ ー ブ 部
（ ロ ） 　 前 記 プ ロ ー ブ 部 の 先 端 部 分 に 配 設 さ れ て そ の 内 側 に 超 音 波 ビ ー ム を 設 定 範 囲 内 で
掃 引 可 能 な 振 動 子 を 備 え 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 と 共 に 前 記 ト ラ カ ー ル に 挿 通 さ れ て そ の 先 端 面
が 診 断 対 象 部 分 に 密 着 し 、 こ の 先 端 面 か ら 超 音 波 を 発 射 し て そ の 反 射 波 を 受 波 す る 、 超 音
波 送 受 波 部
（ ハ ） 　 前 記 超 音 波 送 受 波 部 の 振 動 子 を 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 の 中 心 軸 延 長 線 の ま わ り に 少 な
く と も １ ８ ０ 度 の 範 囲 で 回 転 、 駆 動 す る 、 振 動 子 回 転 駆 動 部
（ ニ ） 　 前 記 振 動 子 回 転 駆 動 部 に よ る 前 記 振 動 子 の 回 転 、 駆 動 を 制 御 、 操 作 す る 、 操 作 部
（ ホ ） 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と つ な が っ て 、 前 記 振 動 子 へ の 超 音 波 送 波 用 の 信 号 、 前 記 振
動 子 か ら の 超 音 波 受 波 信 号 、 及 び 前 記 振 動 子 の 回 転 角 情 報 信 号 を 伝 達 す る ケ ー ブ ル
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 前 記 振 動 子 回 転 駆 動 部 が 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 の 内 側 に 回 転 可 能 な よ う に 配 置 さ れ て そ
の 先 端 部 分 に 前 記 振 動 子 が 固 定 、 配 置 さ れ た 駆 動 パ イ プ と 、 こ の 駆 動 パ イ プ の 他 端 と 結 合
し て こ の 駆 動 パ イ プ を 回 転 、 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ と 、 を 含 ん で 成 り 、 前 記 駆 動 モ ー タ 、 及
び こ の 駆 動 モ ー タ と 前 記 駆 動 パ イ プ と の 結 合 部 分 が 、 操 作 部 の 内 側 に 配 設 さ れ た 構 造 で あ
る 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 は 、 体 表 面 か ら 刺 入 さ れ た ト ラ カ ー ル に 挿 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ 、
診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 を 取 得 す る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 次 の 各 構 成 を 有 し て い
る 。
（ イ ） 　 上 記 ト ラ カ ー ル に 挿 通 さ れ る 、 管 状 の プ ロ ー ブ 部
（ ロ ） 　 上 記 プ ロ ー ブ 部 の 先 端 部 分 に 配 設 さ れ て そ の 内 側 に 超 音 波 ビ ー ム を 設 定 範 囲 内 で
掃 引 可 能 な 振 動 子 を 備 え 、 上 記 プ ロ ー ブ 部 と 共 に 上 記 ト ラ カ ー ル に 挿 通 さ れ て そ の 先 端 面
が 診 断 対 象 部 分 に 密 着 し 、 こ の 先 端 面 か ら 超 音 波 を 発 射 し て そ の 反 射 波 を 受 波 す る 、 超 音
波 送 受 波 部
（ ハ ） 　 上 記 超 音 波 送 受 波 部 の 振 動 子 を 、 上 記 プ ロ ー ブ 部 の 中 心 軸 延 長 線 の ま わ り に 少 な
く と も １ ８ ０ 度 の 範 囲 で 回 転 、 駆 動 す る 、 振 動 子 回 転 駆 動 部
（ ニ ） 　 上 記 振 動 子 回 転 駆 動 部 に よ る 上 記 振 動 子 の 回 転 、 駆 動 を 制 御 、 操 作 す る 、 操 作 部
（ ホ ） 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と つ な が っ て 、 上 記 振 動 子 へ の 超 音 波 送 波 用 の 信 号 、 上 記 振
動 子 か ら の 超 音 波 受 波 信 号 、 及 び 上 記 振 動 子 の 回 転 角 情 報 信 号 を 伝 達 す る ケ ー ブ ル
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な 構 成 、 構 造 と す る こ と に よ り 、 超 音 波 送 受 波 部 を 診 断 対 象 部 分 へ 当 て た ま ま ス
イ ッ チ 等 を 操 作 す る だ け で 、 診 断 対 象 部 分 の 定 位 置 で の 連 続 的 な ３ 次 元 断 層 画 像 を 容 易 に
取 得 す る こ と が で き る の で 、 操 作 者 及 び 患 者 に 対 す る 負 担 を 軽 減 す る と 同 時 に 診 察 時 間 を
短 縮 す る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 例 】
次 に 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 、 外 観 斜 視 図 、 そ の 操 作 部 部 分 の 断 面 側 面
図 、 及 び そ の 超 音 波 送 受 波 部 部 分 の 断 面 側 面 図 、 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は そ の 超 音 波 送 受 波
部 か ら 超 音 波 が 送 受 波 さ れ る 状 態 を 振 動 子 正 面 側 か ら 見 た 図 で あ る 。
こ の 実 施 例 の 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ は 、 ト ラ カ ー ル を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ る 部 分 の 超 音 波
送 受 波 部 １ １ ０ 及 び プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ と 、 こ れ ら を 制 御 、 操 作 す る 操 作 部 １ ４ ０ と 、 こ れ
ら の 内 部 に 配 設 さ れ た 振 動 子 回 転 駆 動 部 １ ３ ０ と 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と つ な が る ケ ー ブ
ル １ ５ ０ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ 、 こ れ ら の 詳 細 は 次 の と お り で あ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
ま ず 、 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ の 外 形 を 延 長 し 、 そ の 先 端 面 と な る 面
が 音 響 膜 で 形 成 さ れ た 先 端 ケ ー ス １ １ ４ と 、 そ の 内 側 に 、 こ の 先 端 ケ ー ス １ １ ４ の 先 端 面
方 向 に 超 音 波 ビ ー ム を 発 射 し か つ そ の 反 射 波 を 受 波 す る 振 動 子 １ １ １ と 、 こ れ を 保 持 す る
振 動 子 保 持 部 １ １ ２ と 、 先 端 ケ ー ス １ １ ４ 内 に 充 填 さ れ た ひ ま し 油 等 の 音 響 媒 体 １ １ ３ と
、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ は 、 円 管 状 の プ ロ ー ブ シ ー ス １ ２ １ を 含 み 、 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０
と 共 に 、 ト ラ カ ー ル に 挿 通 さ れ て 体 内 に 挿 入 さ れ る 。
次 に 振 動 子 回 転 駆 動 部 １ ３ ０ は 、 先 端 部 分 に 振 動 子 保 持 部 １ １ ２ が 固 定 、 配 設 さ れ て プ ロ
ー ブ 部 １ ２ ０ の プ ロ ー ブ シ ー ス １ ２ １ 内 を 走 る 駆 動 パ イ プ １ ３ ３ と 、 カ ッ プ リ ン グ 部 １ ３
２ に よ り 駆 動 パ イ プ １ ３ ３ と 結 合 し て 、 こ の 駆 動 パ イ プ １ ３ ３ を 回 転 、 駆 動 す る 駆 動 モ ー
タ １ ３ １ と 、 駆 動 パ イ プ １ ３ ３ を 回 転 可 能 な よ う に 、 プ ロ ー ブ シ ー ス １ ２ １ 内 に 保 持 し 、
か つ 音 響 媒 体 １ １ ３ を 先 端 ケ ー ス １ １ ４ 内 に 封 入 す る 媒 体 シ ー ル ・ 軸 受 部 １ ３ ４ と 、 を 含
ん で 成 り 、 振 動 子 １ １ １ を 、 駆 動 パ イ プ １ ３ ３ の 中 心 軸 延 長 線 の ま わ り に 少 な く と も １ ８
０ 度 、 す な わ ち 、 基 準 点 か ら ± ９ ０ 度 よ り 広 い 範 囲 で 回 転 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 操 作 部 １ ４ ０ は 、 振 動 子 回 転 駆 動 部 １ ３ ０ に よ る 振 動 子 １ １ １ の 回 転 、 駆 動 を 制 御 、
操 作 す る た め の 操 作 ス イ ッ チ １ ４ １ を 含 み 、 振 動 子 １ １ １ の 回 転 、 駆 動 状 態 を 制 御 、 操 作
を は じ め 、 ト ラ カ ー ル へ の 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ 及 び プ ロ ー ブ 部 １ ２ ０ の 挿 通 、 及 び 超 音
波 送 受 波 部 １ １ ０ の 先 端 面 の 診 断 対 象 部 分 へ の 密 着 、 な ど の 操 作 を 容 易 に す る 形 状 を 成 し
、 そ の 内 側 に は 、 振 動 子 回 転 駆 動 部 １ ３ ０ の 、 駆 動 モ ー タ １ ３ １ 、 及 び こ の 駆 動 モ ー タ １
３ １ の 回 転 軸 と 駆 動 パ イ プ １ ３ ３ と を 結 合 さ せ る カ ッ プ リ ン グ 部 １ ３ ２ が 配 設 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 ケ ー ブ ル １ ５ ０ は 、 駆 動 パ イ プ １ ３ ３ 内 を 通 っ て 振 動 子 １ １ １ に つ な が る ケ ー ブ ル
芯 線 １ ５ １ 、 並 び に 駆 動 モ ー タ １ ３ １ 及 び 操 作 ス イ ッ チ １ ４ １ に つ な が る ケ ー ブ ル 芯 線 １
５ １ 等 を 含 み 、 こ れ ら ケ ー ブ ル 芯 線 １ ５ １ を 超 音 波 診 断 装 置 本 体 （ 図 示 省 略 ） へ と 接 続 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 実 施 例 に お い て 、 操 作 ス イ ッ チ １ ４ １ を 操 作 す る こ と に よ り 、 振 動 子 １ １ １ は 、 回 転
中 心 軸 の ま わ り に 回 転 し な が ら 超 音 波 ビ ー ム を 発 射 し て 、 そ の 反 射 波 を 受 波 す る 。 そ の 状
況 が 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 さ れ て お り 、 図 ２ （ ａ ） の 基 準 位 置 か ら 、 図 ２ （ ｂ ） → 図 ２
（ ａ ） → 図 ２ （ ｃ ） → 図 ２ （ ａ ） へ と 戻 る 動 作 を 連 続 的 に 行 う こ と が で き る 。 こ の 動 作 の
中 の 、 各 回 転 角 に お い て 、 超 音 波 ビ ー ム が 設 定 さ れ た 角 度 範 囲 で 掃 引 さ れ （ 超 音 波 ビ ー ム
掃 引 パ タ ー ン ２ ０ ０ ） 、 そ の 回 転 角 に 対 す る 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
従 っ て 、 超 音 波 送 受 波 部 １ １ ０ を 診 断 対 象 部 分 に 当 て た ま ま ス イ ッ チ 操 作 す る だ け で 、 診
断 対 象 部 分 の 連 続 的 な ３ 次 元 断 層 画 像 を 容 易 に 得 る こ と が で き 、 操 作 者 及 び 患 者 に 対 す る
負 担 を 軽 減 す る こ と が で き 、 か つ 診 察 時 間 も 短 縮 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 侵 襲 性 の
低 く 、 操 作 が 容 易 な 超 音 波 探 触 子 と す る こ と が で き る 。
な お 、 操 作 ス イ ッ チ １ ４ １ に よ り 振 動 子 １ １ １ の 回 転 を 止 め て 、 そ の 状 態 に お け る １ つ の
面 の 画 像 を 得 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 は 、 プ ロ ー ブ 部 の 先 端 部 分 に 、 先 端 面 か ら 超 音 波 を 設 定 範 囲 内
に 発 射 し て そ の 反 射 波 を 受 波 す る 振 動 子 を 含 む 超 音 波 送 受 波 部 を 設 け 、 こ の 振 動 子 を 、 プ
ロ ー ブ 部 の 中 心 軸 延 長 線 の ま わ り に 少 な く と も １ ８ ０ 度 連 続 し て 回 転 、 駆 動 す る 振 動 子 回
転 駆 動 部 を 設 け て 、 振 動 子 を 回 転 さ せ な が ら 、 超 音 波 を 発 射 し か つ そ の 反 射 波 を 受 波 す る
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構 成 と す る こ と に よ り 、 超 音 波 送 受 波 部 を 診 断 対 象 部 分 へ 密 着 さ せ た ま ま ス イ ッ チ 操 作 す
る だ け で 、 診 断 対 象 部 分 の 連 続 的 な ３ 次 元 断 層 画 像 を 容 易 に 得 る こ と が で き て 、 操 作 者 及
び 患 者 に 対 す る 負 担 を 軽 減 し 、 か つ 診 察 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 、 外 観 斜 視 図 、 そ の 操 作 部 部 分 の 断 面 側 面 図 、 及 び そ の
超 音 波 送 受 波 部 部 分 の 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ た 実 施 例 の 、 超 音 波 送 受 波 部 か ら 超 音 波 が 送 受 波 さ れ る 状 態 を 振 動
子 正 面 側 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 、 そ の プ ロ ー ブ 部 を 挿 通 す る ト ラ カ
ー ル が 体 表 面 か ら 刺 し 込 ま れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 及 び そ の プ ロ ー ブ 部 が ト ラ カ ー ル に 挿
通 さ れ て 体 内 に 挿 入 さ れ 、 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 を 取 得 す る 状 態 を 示 す 断 面 側 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ ， １ ０ ０ ｘ 　 超 音 波 探 触 子
１ １ ０ ， １ １ ０ ｘ 　 超 音 波 送 受 波 部
１ １ １ ， １ １ １ ｘ 　 振 動 子
１ １ ２ 　 振 動 子 保 持 部
１ １ ３ 　 音 響 媒 体
１ １ ４ 　 先 端 ケ ー ス
１ １ ５ ｘ 　 送 受 波 窓
１ ２ ０ ， １ ２ ０ ｘ 　 プ ロ ー ブ 部
１ ２ １ 　 プ ロ ー ブ シ ー ス
１ ２ ５ ｘ 　 屈 曲 部
１ ３ ０ 　 振 動 子 回 転 駆 動 部
１ ３ １ 　 駆 動 モ ー タ
１ ３ ２ 　 カ ッ プ リ ン グ 部
１ ３ ３ 　 駆 動 パ イ プ
１ ３ ４ 　 媒 体 シ ー ル ・ 軸 受 部
１ ４ ０ ， １ ４ ０ ｘ 　 操 作 部
１ ４ １ 　 操 作 ス イ ッ チ
１ ４ ５ ｘ 　 曲 げ 調 整 つ ま み
１ ５ ０ ， １ ５ ０ ｘ 　 ケ ー ブ ル
１ ５ １ 　 ケ ー ブ ル 芯 線
２ ０ ０ ， ２ ０ ０ ｘ 　 超 音 波 ビ ー ム 掃 引 パ タ ー ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：仅通过操作开关，同时使超声波发射/接收部件与要诊断的
部件紧密接触即可获得连续的三维断层图像，从而减轻操作者和患者的
负担并缩短咨询时间。 缩短 解决方案：超声波发射/接收单元110设置在
探头单元120的尖端部分，该探头单元包括一个换能器111，该换能器
111在设定范围内从尖端表面发射超声波并接收反射波。 设置有振动器
旋转驱动单元130，该振动器旋转驱动单元130使振动器111绕探针单元
120的中心轴线延长线旋转和驱动至少180度。 在旋转振荡器111的同时
发射超声波，并且接收反射波以获得诊断目标部分的连续三维断层图
像。 [选型图]图1
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